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１．はじめに

東京大学演習林の「教育研究計画 2011-2020」は 2015 年に計画前半 5 年間の最後の年を迎え

た。そこで「教育研究計画 2011-2020」に則って実施してきた活動を見直し，計画後半 5 年間

の取り組みに活かしていくために外部評価を実施した。いわゆる国立大学を対象として行われる

外部評価とは性格が異なり，附属施設としての活動を見直し今後に活かしていくための外部評価

である。創設以来 120 年を越える東京大学演習林の歴史の中でも外部評価を実施したことはな

く手探りの取り組みであったが，平成 27 年 10 月 23 日に外部評価委員会を開催し，4 名の外部

評価委員から評価結果の説明を受けるとともに演習林教職員との意見交換を行うことが出来た。

外部評価を実施するにあたり，まず「教育の場としての演習林」，「研究の場としての演習林」，

「演習林の社会連携」といった視点を中心に評価を行う必要性から，研究者，大学関係者，民間

表− 1　外部評価委員のプロフィール
委員氏名 杉山精一 長谷川香織 餅田治之 山本　進一　

所属 自伐林家 住友林業株式会社 一般財団法人林業経済研究所 国立大学法人　岡山大学

職名等 杉山林業代表 資源環境本部　山林部長 フェロー研究員 理事・副学長

略歴等

地元県立吉田島農林高校（現総合）卒業
後自営（農林業）し現在に至る。

神奈川県内で唯一の自伐林家として農林
業経営をしている。

平成２６年度５３回全国農林水産祭参加
大日本山林会主催全国林業経営推奨行事
で農林大臣賞受賞

1989年　住友林業株式会社入社
        四国九州東京で勤務
2002年　住友林業株式会社山林部紋別
　　　　山林事業所長
2006年　住友林業フォレストサービス㈱
　　　　取締役営林部長
2014年　住友林業株式会社山林環境本部
　　　　山林部長

1971年　東京教育大学農学部卒業
1973年　東京教育大学大学院農学研究科
　　　　修士課程修了
1981年　農学博士（北海道大学）
1985年　林業試験場研究員
1996年  筑波大学農林学系教授
2003年～2006年　筑波大学農林技術セン
　　　　ター長
2010年　財団法人林業経済研究所所長
2013年　同上退任、同研究所フェロー研
　　　　究員

2005年～2007年  林業経済学会長

外部委員：
　農林水産省統計観測審議会委員、他
  茨城県森林審議会委員、他

名古屋大学大学院生命農学研究科教授を
経て、同大学農学部長・研究科長として
部局マネージメントに関わる。

その後、名古屋大学理事・副総長として
大学全体の研究・産学官連携・国際交流
のマネージメントを担当。総長顧問を経
て、岡山大学へ異動し、研究担当理事・
副学長として地方の基幹的総合大学の研
究マネージメントに携わっている。

この間、大学評価・学位授与機構客員教
授として大学評価システム開発に従事す
るとともに、多数の国公私立大学の評価
を担当。

専門は森林科学。
名古屋大学名誉教授。

＊基本的に各評価委員から送られてきたプロフィールをそのまま表にまとめた。

表－１　外部評価委員のプロフィール

演習林（東大）, 59, 285−309 (2017)
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表− 2　外部評価資料一覧
資料名 概要

演習林　　　　　　（第五十一号） 「教育研究計画2011～2020」掲載

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林　教育研究計画2011～2020　全演計画の概要 上記資料の「全演計画」部分の説明用スライド

東京大学演習林の平成23年度から平成26年度までの活動に関する自己評価

地方演習林等の平成23年度から平成26年度までの活動に関する自己評価

教員の平成23年度から平成26年度までの活動に関する自己評価（平成27年６月30日所属演習林別）

演習林年報　　　　2011年度活動報告等

演習林年報　　　　2012年度活動報告等

演習林年報　　　　2013年度活動報告等

演習林年報　　　　2014年度活動報告等

2015東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林　　　　　　　概　　要　　　Since1894

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林　　　千葉演習林 　　　　　　　　　　2015

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林　　　北海道演習林　　　　　　　　　2015

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林　　　秩父演習林 　　　　　　　　　　2015

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林　　　田無演習林   　　　　　　　　　2015

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林　　　生態水文学研究所　　　　　　2015

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林　　　富士癒しの森研究所　  　　　2015

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林　　　樹芸研究所          　　　　　　2015

科学の森で学ぼう   東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林へのご案内
学生確保のために作成している教員紹介資料の2015年度
版。もともとは印刷媒体であったが，現在はpdf版をweb公開
している。

No.54　科学の森ニュース

No.55　科学の森ニュース

No.56　科学の森ニュース

No.57　科学の森ニュース

No.58　科学の森ニュース

No.59　科学の森ニュース

No.60　科学の森ニュース

No.61　科学の森ニュース

No.62　科学の森ニュース

No.63　科学の森ニュース

No.64　科学の森ニュース

No.65　科学の森ニュース

No.66　科学の森ニュース

No.67　科学の森ニュース

No.68　科学の森ニュース

No.69　科学の森ニュース

No.70　科学の森ニュース

“森たび”東京大学演習林の見どころ100　　（森と出会う　森で出会う）

東京大学樹芸研究所　　温室本　　芸のある植物たち

わが国最古の｢大学の森」　東京大学千葉演習林のすべて

樹海をゆく～富良野・東京大学演習林の森づくり～　　（フィールドに学ぶ人と森との共生）

「演習林報告」・「演習林」　　掲載論文一覧
演習林が発行している学術誌（紀要にあたる「演習林報告」と
資料集にあたる「演習林」）の「教育研究計画2011～2020」計
画対象期間発行分に掲載された原稿の一覧

平成23年度           技術職員等試験研究・研修会議報告

平成24年度           技術職員等試験研究・研修会議報告

平成25年度           技術職員等試験研究・研修会議報告

平成26年度           技術職員等試験研究・研修会議報告

日本列島　　大学の森めぐり　　　－未来への軌跡－
大学演習林120周年を記念して2014年度に全国大学演習林
協議会が作成した記念出版物。東京大学演習林は出版企画
の中心として関わった。

表－２　外部評価資料一覧

「教育研究計画2011～2020」にしたがって行ってきた平成23
（2011）年度から平成26（2014）年度までの活動の報告と自己
評価を「東大演習林全体として取り組む活動」，「地方演習林
毎に取り組む活動」、「個々の教員の活動」に分けてまとめた
資料。一部平成27（2015）年度の内容を含む場合がある。

毎年度実施している「技術職員等試験研究・研修会議」の報
告集（「教育研究計画2011～2020」計画対象期間分）。後日
学会誌に投稿する場合もあるので内部資料扱い。

学内外向けの一般広報誌として年４回作成しているニュース
（「教育研究計画2011～2020」計画対象期間発行分）。

各年度の活動報告（「教育研究計画2011～2020」計画対象
期間分）

２年に一度改訂される演習林概要の2015年度版。演習林全
体について記載したもの（「全演版」と呼ばれる）と各地方演
習林それぞれについて記載したもの（「各演版」と呼ばれる）
を作成している。

「演習林出版局」が発行している東大演習林の紹介を兼ねた
書籍（「教育研究計画2011～2020」計画対象期間発行分）。
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企業関係者などを対象に委員の人選を行い，4 名の方に外部評価委員をお願いすることとした。

外部評価委員のプロフィールは表− 1 に示す通りである。

外部評価委員には表− 2 に示すように「教育研究計画 2011-2020」がスタートした 2011 年度

以降の活動がわかる資料と地方演習林や常置委員会（全演組織）の計画前半の活動ならびに教員

個人の自己評価資料を事前に送付し，「教育」，「研究」，「社会連携・貢献」，「管理・運営」，「そ

の他」の 5 項目にわたって自由に評価をしていただいた。

外部評価委員会当日は評価結果を踏まえたうえで 4 名の外部評価委員からさらに詳しく評価

結果について説明を受け，東京大学演習林の活動の評価できる点と不足している点，今後期待さ

れる点などについて指摘をうけた。外部評価結果を受けて東京大学演習林として今後取り組む内

容を全演計画および各演計画の各々について再検討し，「教育研究計画 2011-2020」後半 5 年間

の活動計画の一部見直しを行った。

本稿は，外部評価の結果の詳細と評価結果を受けた教育研究計画の見直し案について報告する

ものである。

２．各委員の外部評価の結果

１．杉山精一委員

（１）教育

初等教育の目的で学生に対して体験教育の場を与えることは，現場（フィールド）を知り汗を

流しながらの学習も大切であると思われる。こうした教育活動を推進することにより，体験から

チャンスを得られるキッカケになるのではないか。

（２）研究

研究部（現在の企画部）における計画，各演習林における立地，環境，状況を理解しながらフ

ィールドの活用がなされ，基礎的な研究から数多くの新たな研究がなされていることは評価でき

る。しかし，研究過程のもの及び成果の出たものに対しては大学内や，学会等の発表だけでなく，

利用できそうな組織へのアプローチも大切ではないか。

（３）社会連携・貢献

演習林を市民や他大学に開放，利活用されていることは素晴らしいことである。演習林関係者

の努力は素晴らしいが，ハングリーに追求してもらえると社会連携，地域への貢献度は上がるの

ではないだろうか。

（４）管理・運営

予算の削減等により関係者の努力と工夫により素晴らしい運営がなされていると思う。

（５）その他

「演習林をどうアピールしてゆくか」，「広大な演習林をどのように運営してゆくか」，「東大だ
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けでなく開かれた演習林にしてゆくか」，「東大ブランドは維持しながら地域連携，貢献ではレベ

ルを下げてわかりやすくし活用性を挙げる」，「各々の演習林の教育，研究の成果を市民及び社会

へアピールする」など検討して欲しい。

２．長谷川香織委員

（１）教育

演習林年報の全利用者を見ると，他大学・研究機関からの来訪者も多く，学内外含め，教育に

ついては評価できる。

（２）研究

企業では難しいスパンの長い研究については，継続をお願いしたい。時間軸で大学と企業が分

業し合えば，研究成果が見えやすくなると思う。また，需要の変化によって林業経営は変わるべ

きものでもあるため，時々のトレンドにあわせた科学的な知見も常に発信してもらいたい。

（３）社会連携・貢献

林業経営に携わる者として，大学演習林は「何をやっているのか良くわからない」存在である。

森林総研や都道府県林試に合わせる必要はないが，地域特有のニーズについても掘り下げていく

必要があるのではないか。地方創生の鍵は「林業の復活」と広く言われている中で，評論家的発

言ではなく，フィールドを活かした連携・貢献の道があると思う。

（４）管理・運営

演習林の管理運営を「経営」とみなすのであれば，PDCA 回路が働く仕組みにするべきである。

そのためにも評価し易い計画（数値目標が記載されている）を作成し，実行しながら常に確認作

業を行い軌道修正していくべきである。

（５）その他

個人的には，大学演習林は教育研究に特化してほしい。特許，実用新案等，知的財産について

も評価の対象になるのではないか。

３．餅田治之委員

（１）教育

教育に対するエフォートは 20％前後の教員が多いが，中には 30～40％以上の者もいる。それ

は評価されるべきであるが，演習林の教員には演習林の管理・運営の業務が課せられている。そ

れ故，演習林の教育に対するエフォートを低減させることができるよう，研究科・学部の協力を

得ることはできないか。

東大の各地方演習林はいずれも利用者の受入数が多い。なかでも他大学の教育活動の受け入れ

が多いのが特徴である。それだけ東大演習林は社会的な貢献度が高いものと思われる。
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全国大学演習林協議会が制度化した「公開森林実習」の科目が 2014 年度から開始された。こ

の他大学の学生向けのプログラムが動き始めたことは歓迎すべき動き。

（２）研究

2011 年から実施されている「教育研究計画」では，各地方演習林の「担うべき役割」が示され，

その基本的な方針に基づいて研究が進められているように見える。規模の大きい演習林組織の場

合，各演習林において実施される研究について，統一的な観点からの役割分担の明確化が要請さ

れるが，その点本演習林の場合効果的に研究が進められている。

演習林に所属する個々の研究者の研究アクティビティーは，平成 23 年度から 26 年度の 4 年

間の筆頭論文数，代表者としての科研獲得状況などから見て，かなり高いものと思われる。今後

もこの水準の維持が期待される。

大学演習林所属の教員に限らず，研究に費やすことのできる時間は減少してきている。演習林

教員のうち毎年ある一定割合について，研究のためのサバティカル制度を設け，研究意欲の維持・

増進を図ることはできないだろうか。

（３）社会連携・貢献

一般公開やその他の行事を通じて，市民・小中学生を対象とした社会教育・自然教育・環境教

育などの取り組みが，各地方演習林において実施されている。演習林側が市民や生徒たちに一方

的にサービスを提供するだけではなく，市民と演習林が連携した仕組みで各種のイベントが行わ

れていることは一歩進んだ地域貢献活動として評価できる。

市民向けないし入門者向けの森林や樹木についての啓蒙書が作られ，演習林の社会貢献活動の

質の高さが感じられる。

（４）管理・運営

二酸化炭素吸収量の認証を取得し，J-VER に基づく CO2 吸収量のクレジット化を進めた。こ

のことは大学演習林の運営として注目される。こうした姿勢は演習林における教育活動，研究活

動に間接的にプラスの効果をもたらすものと考えられる。

「国際交流委員会」は，アジアにおける大学演習林の長期モニタリング研究の先導的な役割を

果たすことが使命の一つとされている。東大演習林が国際的な連携・協力関係の推進役となるこ

とはまさに先導的であり，今後もより活発化されるべき活動分野である。

（５）その他

自然災害による被害の復旧工事，修繕費用など，予期しない出費に対する予算措置はどこがす

るのか。かつてはその都度文科省が予算を計上したが，国立大学法人化以降，演習林は文科省と

直接的な予算のつながりが無くなった。学内でこうした費用を捻出するとしたら，迅速な対応は

期待できない。
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４．山本進一委員

（１）教育

学部教育，特に初年時教育における実践・体験教育において「森林体験」は自然に触れる重要

な教育科目である。東京大学演習林はこの体験教育の充実において大きく貢献し，1 学年の 1 割

以上の学生がこの体験教育に参加していることは特に高く評価できる。ただし，教育効果につい

てなんらかの定量的な評価が必要である。

ICT を利用した教育はフィールド型体験実習でも重要であり，プログラムの提供は演習林の役

割として大きく期待される。　

地方演習林を有効に活用し全国の大学から学生を受け入れる「公開森林実習」制度への参加は，

best practice である。

東京大学は第 3 期の中期目標・中期計画期間中に重点支援 3 として世界レベルの大学と伍し

た教育・研究を行なうこととされている。これは演習林の教育研究にも当てはまるため，国際レ

ベルの教育が要求される。

（２）研究

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林は長い貴重な研究の蓄積があることは自他とも

に認めるところである。「林象台」とも言える演習林での研究は，地道で長期にわたる定期的な

データ収集が不可欠である。全国の森林系研究者の研究フィールドとして，また，長期にわたる

モニタリングデータは，長い歴史を有する東京大学演習林の成果として世界レベルである。この

ような取り組みに対して，本演習林の活動は特に高く評価したい。

国際レベルの研究成果が発出されており，特に高く評価できる。東京大学は第 3 期の中期目標・

中期計画期間中に重点支援 3 として世界レベルの大学と伍した教育・研究を行なうこととされ

ている。演習林組織として，外国の大学の演習林との連携や共同研究による国際レベルの研究の

推進も重要である。

（３）社会連携・貢献

大学附属の演習林は，大学内で行なわれている様々な学術研究や活動を社会に向けて発信する

貴重な「場」であり，「フィールド」である。と同時に，これまで蓄積された多くの研究成果や，

多様な「生態系サービス」を社会に提供することで大きな社会貢献を行なっている。東京大学演

習林も多くの市民向けの行事や各種多様な出版物の発行を通じて社会へ大きく貢献していること

は評価できる。しかし，活動の効果や成果は測られているのであろうか？また，そこでのエビデ

ンスを反省等に生かし，事後の活動内容に生かされているのであろうか？ PDSA サイクルは構

築されているかが重要である。

社会貢献は大学の 3 つの目的の一つであり，その要素である「社会実装」につながる「特許」

の取得は重要である。一般に，森林系では特許取得が少ないと言われているが，現場と直結して
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いる演習林においては特許取得の機会が多いと考えられる。

（４）管理・運営

全国に地方演習林を有する有数の演習林である東京大学演習林は巨大組織でありながら，ほぼ

順調に管理，運営が行なわれており評価できる。経費削減・人員削減に対しても適切に対応して

いる。ただし，今後の大学財政（法人としての）の行方によっては現在の規模の組織維持が必ず

しも順調とは言えないのではないか。

教員の教育・研究・社会貢献・管理運営のエフォート管理に関しては，年齢や業績，適性によ

る重み付けを考慮する事も良いのではないか（マンチェスター大学の例）。また，サバティカル

制度の適切な運用も効果があると考えられる。

（５）その他

演習林では森林現場での教育・研究ならびに作業が行なわれており，安全衛生管理は第一義的

に重要である。しかしながら必ずしも少なくない事案が生じている。安全衛生管理の会議・研修

が開催されているにも関わらず，本事案が発生していることは，それらの効果に疑いを挟む余地

があり，問題である。事故原因の徹底究明と再発防止策の開示が必要である。作業資格取得につ

いては積極的に対応しており，評価できる。

３．教育研究計画の見直し

全演計画および各演計画の中間見直しの基本方針（表− 3）と見直し内容（表− 4）をまとめた。

当初の計画については演習林第 51 号の該当ページを参照していただきたい。中間見直しにあた

っては「Ⅱ」でまとめた外部評価委員からの意見の他に 2014 年度以降の予算削減への対応につ

いても考慮している。2016 年度から 2020 年度の計画期間後半は，今回見直しを行った計画に

基づいて教育，研究，社会連携・貢献，管理・運営等の活動を進めていく。

ここでは常置委員会を含めた全演計画の見直しの基本方針（表− 3 −（1））についてのみ概

要を説明する。

（１）全体

運営体制や基本的な運営方針については外部評価委員からも一定にプラス評価が得られたと考

え，計画期間前半に進めていた活動を維持していく方針である。教育，研究，社会連携など演習

林の活動全体に関わることとして，演習林の活動（成果）の発信力の強化について，より一層力

を入れていく。また，さまざまな活動の成果をを把握するために PDCA（PDSA）サイクルの確

立を意識的に取り組んでいく必要がある。

（２）教育

全学体験ゼミナールに代表される駒場（教養学部前期課程）教育への取り組みや，公開森林実

習，他大学の教育利用の受入など外部評価で高い評価を得た活動については今後も継続して取り
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組んでいく。さらに「国際対応」や「教育活動の成果の把握」については今後強化を図っていく。

そのための組織の充実や施設の整備については研究科の協力を得ながら取り組んでいく。

（３）研究

外部評価で指摘された国際化対応を進めるため，演習林の持つ研究基盤や研究資源を有効に活

用して世界レベルの研究へとつなげていく。研究推進委員会を中心とする全演的な取り組みを進

めると同時に，教職員の個人研究が進展するようバックアップも行っていく必要がある。個人研

究の底上げのための方策として，複数の外部評価委員から指摘があったサバティカル制度の積極

的な活用や教員の活動エフォートの明確化，多様化などを検討する。

（４）社会連携・貢献

教育 ･研究の成果の社会への発信力を強化するために演習林独自の情報発信力をより一層高め

る努力をする。予算や人員の削減が続く状況の下で社会連携・貢献を拡大するためにはこれまで

行ってきた取り組みの成果をあらためて評価し直し，効率的な手法の検討や地方演習林間でのノ

ウハウの交換などを積極的に進め，外部評価で評価された部分を継続しつつ不足している部分に

ついて活動を強化できるよう，組織的に再検討する。

（５）管理・運営

定員削減と予算削減に対する定員の再配分枠獲得や運営交付金以外の予算の獲得などに演習林

全体で取り組んでいく。また，安全管理面でより一層の対策を求める評価結果が示されたことを

受け，PDCA（PDSA）サイクルの強化について早急に検討する。限られた予算と人員ではある

が人事交流や研修などの機会を確保し，演習林組織外からの情報収集や地方演習林間の情報交換

を進める。こうして獲得した情報を演習林全体として集約し安全管理に反映させていく。

（６）その他

基本的には計画期間前半の方向性を維持するが，知財対策や研究成果の社会還元など外部評価

で複数の委員から指摘があった内容については，次期計画策定時への基礎となる情報の収集や

種々の活動の検討を行う。
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表− 3 −（1）　「教育研究計画 2011-2020」見直しの基本方針（全演計画）
項目 見直しの基本方針等

全体

○「基本的な理念」に掲げたミッション、キーワードを演習林運営の基本的な姿勢として後半５年間も堅持する。
○７演習林体制を基礎に全演横断的な活動を常置委員会を中心として行っていく体制を後半５年間も維持する。
○2011～2020年計画にのっとって水文・水質部門の基盤データ整備を行ってきた。後半5年間も計画に沿ってデータの取得と整
備を進める。【基盤データ委員会水文・水質部門】
○組織、バックアップを含む機器といった観測体制については整備が進んでいる。今後は、部門で確認した「気象観測指針」
に基づき観測、機器および露場のメンテナンスを確実に実行し、精度の維持・向上を図る。また、データ保存状況を確認し、
保存、公開、修正の体制を整える。【基盤データ整備委員会気象部門】
○外部向けの発信力を高めるために、全演ホームページをさらに充実させる。また、研究科や大学本部の広報とも連携し、速
報性のある情報をより外部に発信できる仕組みを検討する。【広報情報委員会】
○演習林の活動をよりアピールするため、演習林年報の構成を変え、前半に当該年度の演習林全体のトピックス、視覚的な統
計データなどが見えるようにする。【広報情報委員会】

教育

○これまで積極的に取り組んできた教養学部前期課程の全学体験ゼミナールや全学的に実施されている学生の体験活動プログ
ラム等のフィールド体験教育を今後も推進する。
○全国大学演習林協議会が行っている「公開森林実習」について、７番目の項目として位置づけ、企画部・教育研究センター
と連携しつつ取り組む。【教育推進委員会】
○アジア大学演習林コンソーシアムに参加している大学の学生等を対象とした国際トレーニングワークショップ、若手研究者
育成プログラム等の企画・実施について、８番目の項目として位置づけて取り組む。【教育推進委員会】

研究

○国際交流への取り組みを積極的に進める。具体的にはアジア大学演習林コンソーシアムや台湾大学とのパートナーシップ強
化などこれまで進めてきた国際交流活動をより活性化させ共同研究へと結びつけていく。また新たな国際共同研究のパート
ナーの開拓や共同研究者の受け入れ等の活動も他の業務とのバランスを考慮しつつ積極的に取り組んでいく。【国際交流委員
会】
○教員の研究活動の活性化に向けエフォート管理の充実やサバティカル制度の活用について検討する。
○地方演習林がその役割分担を果たすべく核として行っている研究活動への全演的なバックアップ体制について検討する。
○ホームページ等で研究成果を早くアピールするための仕組みを検討する。【広報情報委員会】
○昆虫分野については、当初は2008(平成20)年度から2010（平成22)年度までの3年間で公表する予定となっていたが、同一地
点での採集を2012（平成24)年度まで5年間続けているため、5年間でリストを公表することにした。しかし、現在のところ、後
半2年分の同定が済んでおらず、同定終了後に公表する予定である。【基盤データ整備委員会生物部門】
○研究推進委員会の活動方針を明文化する。【研究推進委員会】

社会連携・貢献

○研究成果の社会への発信を含め、広報活動をより活発化させる。特に学外向けの広報には新たなメディアの開拓を含め、コ
スト増をおさえつつ効果を上げられる広報活動を検討する。
○科学の森ニュース編集委員会の役割を明確にし、より魅力的な記事が掲載できる仕組みを作る。【広報情報委員会】
○利用実績の集計について検討を行い、より的確なデータを効率的に取得できるようなシステムを構築する。【広報情報委員
会】

管理・運営

○「技術職員削減」への対応についても附属演習林の任務を果たすために必要なポストや人材の確保に取り組んでいく。
○特に安全衛生管理面からは必要不可欠な人員の確保に取り組んでいくとともに、災害を防ぐための活動をこれまで以上に進
めていく。
○観測精度維持のため、観測機器の定期的な更新や、観測方法の講習を検討する。【基盤データ整備委員会水文・水質部門】
○今計画期中に千葉演習林で死亡事故が発生した。このことからこれまでの安全管理体制が完全なものではないことが明らか
となった。研究科環境安全管理室との連携の下、再発防止を含めたリスク管理の検討を行った。フィールドには危険があるこ
と、どういう所にどういった危険があるかについて演習林は利用者に対して注意喚起する責任があることが確認された。【環
境安全管理委員会】

その他 ○教員総会に関する記述について、計画当時とは位置づけが変更されているので、必要な修正を行う。【教育推進委員会】

表－３－（１）　「教育研究計画2011-2020」見直しの基本方針（全演計画）
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表− 3 −（2）　「教育研究計画 2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・千葉演習林）
項目 見直しの基本方針等

全体

○予算の削減に対応して，非常勤職員賃金，事業費その他全般にスリム化が求められている。その中で最大限のパフォーマン
スを発揮するために，以下のような見直しを行った。
○幅広い業務については情報のみを吸い上げ、絞り込んだ重点分野を突出させる。そのためには業務分担の見直しだけではな
く組織運営のさらなる効率化と情報共有の仕組みを構築する。
○PDCAサイクルを導入し，とくにCAにあたる事業計画に対する実行状況の把握，次への改善に取り組む。
○研究・教育・社会貢献・森林管理の全てに関して戦略的に広報・宣伝活動を強化・実行する。

教育

○非常勤職員の減少に伴い正職員の森林管理業務負担が増えるため，研究・実習利用へのサポート人工（にんく）を減らす。
場合によっては実習プログラムの見直しを求める必要がある。
○他大学の実習（特に地質学など千葉演教職員が関与していないもの）の利用者に利用実績の情報提供を依頼し、それらの情
報を使って積極的に利用実績をアピールしていく。

研究

○専門的知識が必要と判断される場合は、外部専門家の助言を積極的に受けるようにする。
○外部研究者の利用受入れは今のところ制限しない方針だが、できる限り共同研究の形にし、明文化する。
○研究利用の受入れの整理を行い、外部研究者（東大関係者を含む）の研究成果の演習林へのフィードバックを考える。
○千葉演習林の研究資産のリストアップおよび積極的な活用方法を検討する。
○これまで売りとなるテーマを明確に出してこなかったこと、そして、アウトプット（学術成果だけでなく広報・宣伝も）の
弱さにより千葉演習林の研究成果や活動が周知されにくかったことを反省し、教育研究計画で掲げた研究テーマから軸となる
ものをピックアップし、それらを中心にアウトプットを強める。

社会連携・貢献
○地域と連携した千葉演習林が中心（主催・自前）となる公開講座等の企画を検討する。
○寄付制度への取り組みを見直し、寄付金の受け入れを強化する。

管理・運営

○皆伐面積は13期前半は年1ha程度であったが，次期（14期）にかけて隔年で1ha程度に半減する。ただし，皆伐地の植栽は毎
年0.5haを基本とするようにする。これにより，毎年の事業量を平準化するとともに，学生実習用地（造林学実験での植栽，枝
打ち，間伐）を確保する。除伐・保育間伐は隔年にしても人工削減効果は乏しいため，これまで通り基本毎年実施する。
○非常勤職員について定年退職者の後任補充の見送りによる人員削減、雇用時間数の削減により人件費の削減を検討・実施す
る。
○予定していた直営による林道延伸を中断し、省力的・省コスト的に現有の林道を維持管理する仕組みを検討する。
○重機は優先順位を設定し，使用頻度の低いもの，必要性の低いものは更新しない。一般車両についても非常勤職員数の減少
にあわせて，削減を進める。
○利用受け入れに関する負担軽減の対応を行う。例えば、朝食のセルフサービス化、講義室等の利用料徴収を実施／検討す
る。
○安全管理への取り組みとして教育研究利用を念頭においた歩道管理やスタッフの資格取得および再教育など、現場での具体
的な災害防止のための対策をより強化していく。

その他

表－３－（２）　「教育研究計画2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・千葉演習林）
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表− 3 −（3）　「教育研究計画 2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・北海道演習林）
項目 見直しの基本方針等

全体 ○森林調査・森林経営・教育に、最先端技術の導入を進める中で、その効果を検証する適応型管理・研究を進める。

教育
○フィールドの体験に基づく教育，およびこれと有機的に結合したフィールドの疑似体験を提供する遠隔教育の取組みを，よ
り一層推進していく。

研究
○「森林生態系の科学的知見に基礎をおいて（森林生態分野）、施業実験から得られた経験的知識の集積を踏まえた持続的・
順応的な森林管理を実践し（森林経営分野）、再生可能な自然資源の利用と生態的機能の保全とを調和させる（森林生態系保
全分野）」とした現行計画の研究枠組みを維持しつつ、各分野の研究課題は実状に合わせて適宜見直しを行う。

社会連携・貢献
○富良野市・北海道教育大学旭川校と協同して、小中高教育への演習林の利用、一般市民も対象に含めた演習林を使った森林
環境・林業学習の組織作りを進める。

管理・運営

○直営素材生産資材量を計画当初予定の年平均1,200㎥から900㎥に削減する。これによって造材作業の安全対策強化と技術職
員数不足への対応を図る。
○石綿鉱山周辺の36・37林班の施業について、北演環境安全委員会で2013年度に策定された「旧石綿鉱山跡地およびその周辺
域での教育研究活動・森林管理作業に関する指針」に基づき、両林班の西側区域を当初の伐採計画から除外する。

その他

表－３－（３）　「教育研究計画2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・北海道演習林）
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表− 3 −（4）　「教育研究計画 2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・秩父演習林）
項目 見直しの基本方針等

全体

○第10期教育研究計画の第2章に掲げた「秩父演習林の役割」については、演習林運営の基本的な姿勢として後半5年間も維持
する。
○第10期教育研究計画の目標の達成状況に基づいて、第11期に向けた教育研究・管理運営等の方針・体制の検討を随時進めて
いく。

教育
○秩父演習林のマスタープラン「森林と山村をテーマにした生態系博物館」が、教育の柱となる基本的なコンセプトであるこ
とを再確認し、そのコンセプトに基づいて、秩父演習林の教育活動（全学ゼミ・国際交流）の充実に重点的に取り組んでい
く。

研究

○第11期に向け、研究の柱を「冷温帯森林生態系研究」に集約し、「特徴ある演習林研究」を推進するための体制を検討す
る。
○成長試験・リター調査・水質調査・気象観測など試験研究の見直しを進め、長期観測と研究成果を両立できる体制を作る。
○森林生態系の長期観測を補完するために、先端的な手法による野外試料の分析を推進し、研究を発展させる。
○民間との協働によって研究基盤を強化し、産学連携に基づく研究の活性化に取り組んでいく。
○秩父演習林の森林生態系の特色を生かした共同研究や研究利用を推進し、国際的な研究成果の発信に努める。

社会連携・貢献

○大学就学以前の生徒・児童を対象とした教育活動については、積極的な受け入れや活動の拡大は行わないものとする。
○ボランティア団体との協働をさらに深め、教育研究目的以外の利用者対応の活性化を検討していく。
○実施コースの安全管理上の問題で現在中止している自由見学日を再検討し、公開講座、ガイドツアーなど各公開事業の位置
づけを明確にしていく。

管理・運営

○利用者対応業務を事務係と分担していく方向で検討していく。
○直営での林道管理を見直すとともに、路面の舗装化などを検討していく。
○歩道とモノレールを組み合わせた展示コース計画を再検討する。

その他
○技術職員数が削減されてもこれまでの安全管理体制を維持する。
○秩父演習林の多くが急峻な地形であり、アクセス困難地であることを踏まえ、毎年年度初めに利用者ガイダンスを実施する
など、教職員・学生・利用者の野外活動における安全確保に向けた対策を十分に実施する。

表－３－（４）　「教育研究計画2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・秩父演習林）

演習林No59-23P285-P309_附属.indd   296 17/03/13   18:38



 東京大学演習林の外部評価結果と「教育研究計画2011-2020」の見直し 297

演習林（東大）, 59, 285 –309 (2017)

表− 3 −（5）　「教育研究計画 2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・田無演習林）
項目 見直しの基本方針等

全体

教育

研究
〇社会連携等で実施するプログラムの教育効果を定量的に評価するためのデータ取得を試みる。
○研究利用の維持促進のため、稀少価値の高いものや利用実績のあるものを中心に生物資源の保全に努める。

社会連携・貢献 ○幅広い広報力と豊富な企画力を持つ地元団体と連携して、広報対象を一般見学者から地域住民に拡張する。

管理・運営
○利用者への安全教育も積極的に実施する。
○西東京キャンパス整備計画の進捗による計画の変更を検討・実施する。

その他

表－３－（５）　「教育研究計画2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・田無演習林）
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表− 3 −（6）　「教育研究計画 2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・生態水文学研究所）
項目 見直しの基本方針等

全体
○第5期教育研究計画において示した、愛知演習林を生態水文学研究所に名称変更し，「総合デパート」から「専門店」へ転換
し、取り組む内容を生態水文学研究・教育に特化させるという基本方針を変更しない。生態水文学研究所の存在理由（ミッ
ション）、10年後の望ましい姿（ビジョン）についても変更しない。

教育

○全国大学演習林協議会が行っている「公開森林実習」への貢献について新たに記載する。
○体験活動プログラムの実施について新たに記載する。
○インターンシップの受け入れについて新たに記載する。
○アジア大学演習林コンソーシアムに参加している大学の学生等を対象とした若手研究者育成プログラム等の企画・実施につ
いて新たに記載する。

研究
○過去のデータを組織として管理することを目的とした「過去データ管理室」の組織と役割について記載する。
○都道府県や近隣市町村の受託研究を積極的に受け入れていく旨を記載する。
○外国人特任教員を招聘するなど、海外に名が知られるような研究成果を出すための取り組みについて記載する。

社会連携・貢献 ○中学生の職場体験の受け入れについて新たに記載する。

管理・運営
○皆伐後の天然更新は、指定施業要件で高木樹種の植栽義務が課されている保安林では認められないため、指定施業要件でそ
のような義務が課されていない保安林において行うことを記載する。

その他

表－３－（６）　「教育研究計画2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・生態水文学研究所）
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表− 3 −（7）　「教育研究計画 2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・富士癒しの森研究所）
項目 見直しの基本方針等

全体
○引き続き「森の入り口」、「演習林の広告塔」としての役割を担うという理念のもと、「癒しの森プロジェクト」に関連す
る活動への特化、および教育・研究・社会貢献各部門の相互連関の強化を後半5年間も堅持する。
○「癒しの森プロジェクト」の各種成果および取り組みの存在について、各方面への発信に注力する。

教育
○これまで通り学部実習等の受け入れ、全学体験ゼミナール等の開講を継続するとともに、ICTを活用した教育プログラムの開
発に取り組む。
○「癒しの森プロジェクト」に基づいた教育プログラムの公開・発信を図る。

研究
○機能部門の研究において、外部機関との連携の拡充を図る。
○「癒しの森プロジェクト」と関連しない研究業務に関しては、状況に応じて更なる縮減を検討する。

社会連携・貢献
○研究発表にとどまらず、マスメディアほか様々な発信方法を模索し、頻繁かつ有効な広報をおこなう。「癒しの森プロジェ
クト」全体の取り組みについて、国際学会等で国際的に発信する。
○設備および利用受け入れ体制を整備し、研究所林内の一般利用の充実を図る。

管理・運営
○Ⅲ林班の施業を省力化することによって、Ⅰ・Ⅱ林班の試験地施業、安全環境の整備に注力する。
○当研究所職員以外の安全管理についても対策を講じる。

その他

表－３－（７）　「教育研究計画2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・富士癒しの森研究所）
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表− 3 −（8）　「教育研究計画 2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・樹芸研究所）
項目 見直しの基本方針等

全体
○第４期教育研究計画を立てる際に、実行可能であることを念頭に置いて第３期計画をじっくりと見直して整理したので、大
きく見直しが必要な項目はない。どれも樹芸研究所の魅力を増す取り組みであるが、２０１５年度から常勤職員の配置減と
なったことで優先順位が下位のものは手を付けないままに今計画期を終了するものがあるかも知れない。

教育
○実施には職員を多く割いて、かなり達成している。外部評価でも体験ゼミと公開森林実習は好評価を得た。特に見直しは行
わない。

研究

○ユーカリの実証試験は外部の協力を得ながら少し進捗があり、外部評価も上々であった。手つかずであった油糧植物の内、
アブラギリとヤブツバキでは外部との共同研究により一部分の進捗を期待できる。他に現時点で未達の事項もあり、人員減を
考えると今後今計画期内に実施しないことも選択肢に含め再検討した。特に重要であり、工夫して実施するべき項目に絞り込
んで実施する。

社会連携・貢献
○小さなエフォートで、学生向けプログラムの流用などで対応するとしたが、下田市との提携により省力的に実施する分を確
保できる見通しとなった。特に見直しを行わない。

管理・運営

○体験ゼミの実施に不可欠な竹林管理は、イノシシの影響が甚大であるために大きなエネルギーを割かざるを得ない。ユーカ
リの新植地を造成する事案では、コスト低減のため外部に協力者を得て研究所外試験地を作るなどの工夫を行っている。限ら
れる資金と人員の中でいかにパフォーマンスを向上できるかが鍵となる。作業道設定の補助金を利用して今後も伐採を行いや
すい環境を整える。

その他

表－３－（８）　「教育研究計画2011-2020」見直しの基本方針（各演計画・樹芸研究所）
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表− 3 −（9）　「教育研究計画 2011-2020」見直しの基本方針（全演計画・教育研究センター）
項目 見直しの基本方針等

全体 〇地方演習林と全演、研究科事務、関連専攻など多様な分野で連絡調整を行う。

教育 ○教育推進委員会と連携し、全国大学演習林協議会が行っている公開森林実習の支援を行う。

研究 ○国際交流委員会と連携し、海外からの研究者や留学生等の受け入れ支援を行う。

社会連携・貢献 ○広報情報委員会と連携し、学内外向けの広報活動、演習林のホームページ、データ公開等の支援を行う。

管理・運営

その他

表－３－（９）　「教育研究計画2011-2020」見直しの基本方針（全演計画・教育研究センター）
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表− 4 −（1）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（全演計画）
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表− 4 −（1）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（全演計画）つづき
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表− 4 −（2）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（各演計画・千葉演習林）
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表− 4 −（2）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（各演計画・千葉演習林）つづき

表− 4 −（3）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（各演計画・北海道演習林）
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表− 4 −（3）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（各演計画・北海道演習林）つづき

表− 4 −（4）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（各演計画・秩父演習林）
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表− 4 −（4）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（各演計画・秩父演習林）つづき

表− 4 −（5）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（各演計画・田無演習林）
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表− 4 −（6）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（各演計画・生態水文学研究所）
章節等 項目 ページ 現行 見直し後

（１）理念１　研究組織とし
ての生態水文学研究所

312

（項目末に追記） 　他の研究所にない本研究所の最大の特徴は、90年以上に及ぶ過去
の長期気象水文データを生データの形で保持していることにある。これ
らの生データを管理することを目的とした「過去データ管理室」を組織
し、これまで公表してきたデータのトレーサビリティを確保するとともに、
過去データを内外の研究者に利用しやすい形に整理し、公開していく体
制を整備する。
　近年の森林と水害や水資源との関係に関する社会的関心の高まりに
専門家集団として応えるため、都道府県や近隣市町村の受託研究を積
極的に受け入れていく。同時に、外国人特任教員を招聘するなど、海外
に名が知られるような研究成果を挙げるための取り組みも推進する。

312
この中には教養学部前期課程の総合科目および全学ゼミナールの開講を
通じた教育も含まれる。

この中には教養学部前期課程の総合科目、全学ゼミナールの開講を通
じた教育、および体験活動プログラムも含まれる。

312

東京大学学生および大学院生に対する教育に支障がない範囲で積極的に
行っていく。

東京大学学生および大学院生に対する教育に支障がない範囲で、全
国演習林協議会の「公開森林実習」の受け入れなどを積極的に行って
いく。

312

（項目末に追記） 　国際的な教育活動として、インターンシップ学生の受け入れや、アジア
大学演習林コンソーシウムに参加している大学の学生を対象とした若
手研究者育成プログラム等の企画・実施を推進する。

（３）社会貢献組織として
の生態水文学研究所

313

学生生徒に対する教育についても重要な社会貢献活動の一つとして位置付
ける。

学生生徒に対する教育についても重要な社会貢献活動の一つとして位
置付け、本務に支障がない範囲で、生徒の職場体験の受け入れ等の
対応を行う。

第３章
第４節

データの公表 315

（項目末に追記） 　以上の業務を推進する組織として「過去データ管理室」を設置し、専門
性の高い教員を室長として配置し、必要な人員・予算をを措置して重点
的に取り組む。

第４章
第１節

皆伐、植林から次の皆伐
に至る木材生産サイクル

317

なお、研究上必要があって皆伐を行う場合には、皆伐後の取り扱いとして天
然更新も検討する。

なお、研究上または安全確保上の必要があって皆伐を行う場合、指定
施業要件で高木樹種の植栽義務が課されていない保安林において、低
木樹種の播種を行うなどの方法により、針葉樹人工林を針広混交林や
広葉樹林へ樹種転換することを試行する。

表－４－（６）　「教育研究計画2011-2020」変更点の詳細（各演計画・生態水文学研究所）

第１章
第２節

（２）理念２　教育組織とし
ての生態水文学研究所

表− 4 −（7）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（各演計画・富士癒しの森研究所）
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表− 4 −（7）　「教育研究計画2011-2020」変更点の詳細（各演計画・富士癒しの森研究所）つづき

表− 4 −（8）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（各演計画・樹芸研究所）

表− 4 −（9）　「教育研究計画 2011-2020」変更点の詳細（全演計画・教育研究センター）
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